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１．鶴岡市⽴藤沢周平記念館
２．鶴岡まちなかキネマ
３．庄内町ギャラリー温泉町湯
４．吹浦防災センター
５．鶴岡商⼯会議所会館
６．⾵間家旧別邸無量光苑釈迦堂ティーハウス
７．松ヶ岡開墾場公共便所
８．旧割烹⼩幡
９．鶴岡市中央児童館
10．タブノキ広場
11．荘内銀⾏上⼭⽀店（基本設計）
12．荘内銀⾏新庄⽀店（基本設計）
13．荘内銀⾏鶴岡⻄⽀店（基本設計）
14．荘内銀⾏若⽵町⽀店（基本設計）

Works in Shonai,Yamagata
Takatani Tokihiko Architect Studio

製作デザイン　池⽥智⼦



庄内で建築をつくるということ

　静かなたたずまいと地域社会に根差した⼈々の暮らしが、途切れることなく続くこの
地で建築を作るということは、歴史や ⾵⼟との連続性の中で今あるものを尊重しなが
ら、これからの暮らしに必要なものを豊かな構想⼒と繊細なディテールで丹念につくり
込んでいくことに尽きます。それは地域固有の⾵景にさらなる深みと「らしさ」を与えるこ
とにつながるはずです。
　城下町鶴岡の城址公園に建つ藤沢周平記念館では雪国の⾵⼟が⽣んだ「さや
堂」形式をとりいれました。また主要な空間軸や共⽤空間の配置を、内部からの論
理ではなく歴史的なまち割りなど周辺環境条件との応答で決定するという設計⽅法
を試みました。歴史の⾵景にうまくなじんでくれることを願っています。
　鶴岡まちなかキネマでは築80年を超えた⽊造絹織物⼯場を4つのホールを持つ映
画館にリノベーションしました。まちの中⼼部に映画館を含む⽂化拠点を作るという荘
内銀⾏頭取（当時）の⾰新的なアイデアは、まちの中の産業⽂化遺産で多くの⼈
々が映画を楽しむ⾵景となってたち表れています。

的に地元の⽅々が何を望んでいるのかを考えました。それは同時に吹浦の⼈々のくら
しかた、考え⽅を学ぶプロセスでもありました。楽しく使われているのを⾒ることは設計
者にとっての喜びに他なりません。
　鶴岡商⼯会議所会館（早坂剛会頭）では、内川に対しては開放的な階段、⽻
⿊街道に⾯しては動きのある表層ゾーンを作ることで、歴史的な街⾓に歴史を尊重
しながらも新しい表情を持つランドマークを作りました。あわせて隣接する天然記念物
のタブノキの周りを⼈が利⽤することのできる街⾓の広場として再⽣しました。
　⾵間家旧別邸無量光苑釈迦堂に付け加えた⼩さなお休みどころがティーハウスで
す。既存の朽ちかけていた四畳半の座敷を移設（新築）して茶室とし、そこに⾄る
回廊に⽊の仕上げの⼩さなギャラリー的なお茶のみスペースを作りました。⾵間家の
杉をふんだんに使いました。
　⽇本遺産の松ケ岡開墾場では、⼊り⼝広場の整備、開墾⼠住宅のインフォメーシ
ョンセンターへの改修を⾏うとともに、既存の公衆便所のコンクリートブロック壁体を残
したまま、屋根の⽅向を90度回転して、⽊造の⼩屋組みの下の公共空間を作り出
しました。
　港町酒⽥で取り組んでいるのは、映画「おくりびと」で廃墟的な魅⼒が描かれた旧
割烹⼩幡の再⽣です。⼤正期に名物⼥将が増築した洋館は、映画の背景となった
現在の姿とは全く違い、当時流⾏したセセッション⾵のしゃれた外観を持ち、内装には
輸出品であった和製マジョリカタイルが使⽤されていました。築地精養軒で修⾏したシ
ェフたちにより本格的なフランス料理がふるまわれ、今に名⾼い「酒⽥フレンチ」の元祖
ともいえる店であったのです。そのまま朽ちた廃墟の味わいを残すのが定⽯でしょうが、
私は次の時代につながる⽣き⽣きとした⾵景を作りたいと考えました。私たちは「市⺠
の記憶としての外観保存」という定型にとらわれることなく、映画ロケに使われた外観
を⼀掃し⼥将の思いのこもった⼤正建築をテーマにデザインしました。まもなく⼯事が
始まります。
　鶴岡市中央児童館は、第⼆⼩学校の跡地に、かつての校舎の記憶をなんとなく
感じてもらえるようなヒューマンスケールの⽊造平屋建てで設計しました。⼤断⾯構造
と在来軸組を組み合わせた、私にとっては初めての⽊造公共建築で、建築の持って
いる可能性についてもいろいろ考えるきっかけとなりました。
　荘内銀⾏の⼀連の⽀店は、國井頭取の「⽀店をいくつかのタイプに分類してそれぞ
れに特徴的な基本形を与えたい」というお考えに呼応したものです。私たちの基本設

が、今振り返ってみると、これだけ多くの設計に携われたことを本当にありがたく思うば
かりです。
　私たち⼈間は環境や⾵景との応答の中で⾃⼰形成を⾏う⽣物であり、環境や⾵
景が安定した姿を保てないときに、よりどころを失ってしまいます。しかしその安定は不
断の代謝、更新から成り⽴っていることも忘れてはなりません。環境を構成する⼀つ
⼀つの建築が、地域の⽂化や⾵景にしっかりアンカーされることを⼼掛けながら、時代
の新しい課題に答える⾃由な構想⼒を表現したいというのが私のかわらぬ思いです。

　庄内町ギャラリー温泉町
湯では、この地域に多く⾒
られる⼟縁をもつ町家の形
式を採⽤し、奥に細⻑く延
びるギャラリーを作ることで、
狭い敷地という不利な条
件を逆⼿にとりました。
　吹浦防災センターでは、
仙台⾼専⼩地沢先⽣（
当時）の指導の下で徹底

計を受けて、地元の設計
事務所の皆さんの創意⼯
夫でそれぞれ地域に親しま
れる建築になっています。　
　この他、吹浦防災センタ
ーの第⼀次案や、庄内町
のコンペ落選案など若⼲未
練の残る計画案もあります庄内町役場応募案

吹浦防災センター1次案

※　撮影　⼩川泰助
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鶴岡市⽴藤沢周平記念館
鶴岡市⾺場町
鶴岡市
ＲＣ造⼀部Ｓ造 929㎡
2010

鶴岡商⼯会議所会館
鶴岡市⾺場町
鶴岡商⼯会議所
ＲＣ造地上4階 2,093㎡
2015

鶴岡市⽴ 中央児童館
鶴岡市苗津
鶴岡市
⽊造⼤断⾯構造平屋 651㎡
2000

タブノキ広場
鶴岡市⾺場町
鶴岡市
広場 256㎡
2015

⾵間家旧別邸無量光苑 釈迦堂ティーハウス
鶴岡市泉町
克念社
⽊造平屋 66㎡
2016

松ヶ岡開墾場公共便所
鶴岡市⽻⿊松ケ岡
鶴岡市
コンクリートブロック造、⼩屋組みＷ造 65㎡
2017

旧割烹⼩幡
酒⽥市⽇和⼭
酒⽥市
⽊造2階建て、⼟蔵造り2階建て、（無筋）コンクリート造、⽊造混
構造3階建て 766㎡
2021竣⼯予定

庄内町ギャラリー温泉 町湯
庄内町余⽬
庄内町
RC造、平屋 853㎡
2014

遊佐町役場 吹浦防災センター
遊佐町吹浦
遊佐町
RC造2階 925㎡
2016

鶴岡まちなか
キネマ(まちキネ)
鶴岡市⼭王町
㈱まちづくり鶴岡
Ｗ造平屋 1,558㎡
2011

荘内銀⾏
上⼭⽀店
基本設計

荘内銀⾏
鶴岡⻄⽀店
基本設計

荘内銀⾏
新庄⽀店
基本設計

荘内銀⾏
若⽵町⽀店
基本設計


